（様式：記載例）

任意の供述聴取に係る苦情申立書
平成　　年　　月　　日

公正取引委員会事務総局

　官房総務課　苦情対応担当官　殿

《申立人》
氏名：東京　一郎
住所：東京都千代田区霞が関１－１－１

所属：△■株式会社　営業部

連絡先電話番号：０３－１２３４－５６７８

独占禁止法違反被疑事件の行政調査手続において公正取引委員会の審査官等により行われた任意の供述聴取について，下記のとおり苦情を申し立てます。
記

１　苦情申立ての原因となった供述聴取が行われた日時・場所，聴取を受けた者
日時：平成○年○月○日　○○時○○分～○○時○○分
場所：公正取引委員会８階　審査局Ａ会議室
聴取を受けた者：△■株式会社　営業部　東京　一郎
２　当該供述聴取の担当審査官等の氏名・所属
審査局第○審査　公取　太郎
３　苦情申立ての該当する項目及び当該項目に係る具体的事実
⑴　苦情を申し立てる項目（チェック。複数可。）
□　供述聴取時の手続・説明事項に関するもの

□　威迫・強要など審査官等の言動に関するもの
□　聴取時間・休憩時間に関するもの

□　供述調書の作成・署名押印の際の手続に関するもの
⑵　具体的事実
別添の陳述書のとおり。
４　添付資料（添付資料がある場合に記載。）
陳述書：１通
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